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・と 　 き 平成22年10月23日貍

午後７時30分より

・会 　 場 西嶋地区公民館

・参 加 者 合計34名（町民19名）＋事務局１名

・出席議員 14名（内中富地区議員４名）

この懇談会は、議員が議会運営状況や課題の取組み状況等につ
いて報告し、町民の皆さまからの意見や要望などを聴き、意思の疎通を図るため、町民の皆さ
まとの連携を図ることを目的に、昨年から年２回の予定で実施しています。

●　懇談会の目的

中富地区

・と 　 き 平成22年10月29日貊

午後７時30分より

・会 　 場 久那土　働く婦人の家

・参 加 者 合計17名（町民９名）＋事務局１名

・出席議員 ７名（内下部地区議員６名）＋議長

下部地区

・と 　 き 平成22年10月28日貅

午後７時30分より

・会 　 場 下山地区公民館2F

・参 加 者 合計26名（町民13名）＋事務局１名

・出席議員 12名（内身延地区議員５名）＋議長

・と 　 き 平成22年10月29日貊

午後７時30分より

・会 　 場 大河内地区公民館2F

・参 加 者 合計16名（町民９名）＋事務局１名

・出席議員 ６名（内身延地区議員５名）＋副議長

身延地区

●　意見・要望　●
＊相談窓口を設けるなど、意見要望を受け入れる仕組みをつくってほしい。
＊学校統合問題は、人口減少や過疎化の中で町の将来をどのようにすべきかを合わせて考えるべき。
＊学校統合は、答申のように何段階も経て実施するのではなく、一気にやってしまうべき。
＊文化の拠点、下山中・公民館がなくなることは地域の者にとっては寂しい。文化活動・交流の場がな
くなってしまう。議員はしっかり受け止め、対応してほしい。
＊放棄地の活用はかなり進んでいると思う。私もいつまで畑をやれるか不安になる。今後とも対応・対
策に取り組んで頂きたい。
＊懇談会開催について、他地区の議員にも出席していただきたい。他地区の話も聞きたい。
＊子どもが少なくなり将来へ不安が残る。民間の経営方針・知恵を活用し、角度をかえて地域活性化に
取り組んでほしい。活性化インター入口の問題について、県と竹炭組合の話し合いにより、最終的に
第４案として決定した。
＊７年前から山梨県身体障害者連絡協議会という組織があるが、県下の市町村議長宛て、第３回懇談会
開催通知を出したが４人しか来なかった。議員として関心のある方は出席して頂き、身体障害者のた
め尽力をいただければ幸甚です。
＊参加者が少ないことに対して、「議会として反省するところがある」と言っていた。これは町民に問題
があると思う。「自由闊達に話ができる」という雰囲気がないと思っていると感じた。「そこに行けば
分からないことが何でも聞ける」と言うように捉えることが大切。
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●中富地区● 
Ｑ１　学校統廃合問題を議会で議論するとあるが結果
はどうか。 

Ｑ２　平成23年４月実施予定の静川・西嶋小の統合計
画はどうなったか。 

Ｑ３　西嶋水利組合、河床が土砂で埋まり取水がやり
にくい。議会も町を通し要望してほしい。 

●身延下山地区● 
Ｑ１　町で必死に取組んでいることはあるか。あるいは
それに関連した取組みがあるのか伺う。 

Ｑ２　旧北小は解体されたが体育館は残ってる。 
　定住促進のため、別の利用方法を考えては。 

●身延大河内地区● 
Ｑ１　統合後の廃校舎（豊岡小学校）の活用は何かあ
るか。（北小体育館を含め） 

●下部地区● 
Ｑ１　平成21年度決算について聞く。この決算は予算
に対し「何が良くて何が悪いのか」。 

Ｑ２　地方交付税の最低５年、出来たら10年間の推移
をお願いする。予算・決算の比較も。 

Ｑ５　高校再編について議会はどのような考えをもっ
て動いているか。 

Ｑ２　身延山を中心に観光ルートの検討を。 

Ｑ３　湯町に下水道ができたがその加入率は。 

Ｑ５　職員の適正管理については。また、仕事量と職
員数のバランスは。 

Ａ５　合併により事務効率が悪く、類似団体平均を上
回っている。町としては集中改革プランで適正な定
員管理に努めている。 

Ｑ３　中部横断自動車道開通を見据え、静岡も近くな
ることから、山の中（限界集落等）に水族館を設け、
観覧・養殖等で魚を安く提供するなどしたら、二つ
にも三つにもなると思うが。 

Ｑ３　中部横断自動車道の開通が待たれるところだが、
身延町にはどのような経済効果が期待できるのか、
また、町をどのようにしていくのか、考えがあった
ら教えてほしい。 

Ｑ４　合併に伴う特例措置は、今後４分の１になるの
ではないかと新聞で報じられた。 

　この件に対して町の考えは。 

Ｑ４　「２小１中は白紙に戻すべき」とあり、議会は
政策提案機関である。早めの方向付けをお願いする。 

Ｑ６　ゴミ（プラ）の収集、資源として活用できるの
であれば網・箱問わず収集してほしい。 

Ｑ４　入湯税の滞納はどのくらいあるのか。 

Ａ１　全員協議会で話し合っているが、まだ結論はで
ていない。 
Ａ２　統合は平成24年4月に先送りになった。 

Ａ３　詳細を文書化して要望書の提出を。 

Ａ１　補助金は規程を作ったり精査したりしながら個
々に対応している。 
Ａ２　検討し、行政側と話し合っていく。 

Ａ１　具体的な活用方法は聞いていない。 

Ａ１　臨時交付金、子ども手当とか特別交付金が予想
以上に多かった。 
Ａ２　今後、去年との比較を出すようにする。 

Ａ５　動いていない。来年早々会議（同窓会）が予定
されている。 

Ａ２／Ａ３　意見としてしっかり受け止めた。 
　今後にいかしていく。 

Ａ３　本年10月1日に通水式を終えたばかり。 
　加入率はまだ分からない。 

Ａ３　観光面・防災面での期待が大きい。雨量150㎜
での通行止め解消での工場誘致、国道300号へのア
クセス、特に下部温泉郷・富士五湖への観光客増が
見込まれる。 

Ａ４　集中改革プランにおける、行財政運営により財
政健全化に向けて動いている。 

Ａ４　議会として論議に入っており、方向性を見出す
ため努力している。 

Ａ６　青い網の袋でお願いしたい。袋は量販店でも入
手できる。 

Ａ４　平成21年度末で1,200万円（概算）。 
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川
口
議
員

利
用
時
間
は

基
本
と
な
る
も
の
だ
と
思

う
。
住
民
に
は
、
規
則
ま

で
わ
か
ら
な
い
の
で
、
今

後
は
、
時
間
も
明
記
す
る

方
向
で
改
正
作
業
を
行
う

よ
う
要
望
す
る
。

草
間
議
員
　
足
湯
の
広
さ

と
、
湯
量
は
。

下
部
支
所
長
　
広
さ
は
32

裃
、
湯
量
、
容
量
は
１
・

６
ト
ン
で
あ
る
。

草
間
議
員

冬
場
は
加
温

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

下
部
支
所
長
　
冬
季
の
気

温
等
も
考
慮
し
て
、
源
泉

か
け
流
し
で
、
加
温
・
加

水
等
一
切
不
要
と
い
う
熱

量
計
算
を
し
て
い
る
。

穂
坂
議
員

リ
バ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
は
生
涯
学
習
課
、

足
湯
は
下
部
支
所
が
答
弁

し
て
い
る
が
、
主
管
課
は

ど
こ
な
の
か
。

下
部
支
所
長
　
下
部
高
温

源
泉
の
管
理
は
支
所
が
行

っ
て
い
る
関
係
で
教
育
委

員
会
と
協
議
の
結
果
、
足

職
員
の
勤
務
時
間
は

穂
坂
議
員
　
勤
務
時
間
、

休
憩
時
間
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

広
島
総
務
課
長

午
前
８

時
半
か
ら
正
午
ま
で
と
午

後
１
時
か
ら
５
時
15
分
ま

で
が
勤
務
時
間
、
正
午
か

ら
１
時
ま
で
が
休
憩
時
間

で
あ
る
。

農
村
連
絡
施
設
等
整
備

基
金
の
使
途
は

穂
坂
議
員

条
例
の
名
称

を
地
域
情
報
通
信
設
備
に

変
更
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
下
部
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
）
に
Ｓ
Ｃ

Ｔ
の
経
営
を
移
管
す
る
と

い
う
こ
と
に
関
連
す
る
も

の
だ
と
思
う
が
、
基
金
は

全
町
的
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

渡
辺
下
部
支
所
長
　
あ
く

ま
で
も
、
Ｓ
Ｃ
Ｔ
の
経
営

移
管
に
伴
い
、
基
金
を
そ

ち
ら
に
使
う
と
い
う
事
で
、

10
年
分
の
支
払
い
に
充
当

す
る
も
の
で
あ
る
。

下
部
温
泉
の
足
湯

川
口
議
員

こ
の
改
正
に

は
、
利
用
時
間
が
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
な
ぜ
か
。

佐
野
生
涯
学
習
課
長

本

来
、
時
間
的
な
も
の
は
必

須
事
項
で
は
な
い
の
で
、

規
則
で
定
め
る
よ
う
に
し

た
。

湯
施
設
も
支
所
が
行
う
。

教
育
関
連
の
補
正
は

芦
澤
議
員

①
歳
入
の
教

育
費
県
負
担
金
は
、
歳
出

の
ど
れ
に
当
た
る
の
か
。

②
学
校
管
理
費
の
補
助
金

１
６
０
万
円
は
、
下
山
中

17
人
分
だ
が
、
何
に
使
う

の
か
。
③
下
山
中
の
引
越

費
用
１
１
０
万
円
は
適
切

な
額
な
の
か
。
④
教
育
委

員
長
の
報
酬
だ
が
、
今
後
、

議
会
へ
の
出
席
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
引

き
上
げ
は
考
え
て
い
る
か
。

近
藤
学
校
教
育
課
長
　
①

教
育
振
興
費
で
、
道
徳
教

育
の
副
読
本
購
入
予
算
②

夏
冬
の
制
服
、
体
育
着
、

上
履
き
、
カ
バ
ン
の
購
入

費
③
什
器
備
品
、
書
類
の

引
越
費
用
で
、
４
ト
ン
車

で
８
台
、
作
業
員
30
人
の

予
定
。

広
島
総
務
課
長
　
④
教
育

委
員
長
の
報
酬
は
、
年
額

で
あ
り
、
議
会
へ
出
席
し

て
も
増
額
は
な
い
。

完成した「しもべ黄金の足湯」

が 決まりましたが 決まりましたが 決まりました
身
延
町
12
月
定
例
会
は
、13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
4
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
8
件
を
は
じ
め

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
4
件
、
町
道
の
認
定
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
人
事

案
件
１
件
を
同
意
、
請
願
2
件
は
、
１
件
が
採
択
、
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
16
日
に
5
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
な
ど
活
発
な
質
問

を
展
開
し
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
答
弁



身延町議会だより05

全
額
補
助
と
い
う
の
は
、

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

の
か
。

学
校
教
育
課
長

下
山
中

の
保
護
者
は
、
学
校
で
指

定
さ
れ
た
制
服
等
を
全
て

購
入
し
て
き
た
わ
け
で
、

新
た
な
負
担
を
考
慮
し
て

指
定
さ
れ
た
も
の
の
み
の

補
助
を
決
め
た
。

障
害
者
関
連
補
正
は

渡
辺
議
員

①
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費
補

助
金
で
、
ど
こ
に
何
人
行

っ
て
い
る
の
か
。
②
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
の

内
容
は
。
③
障
害
者
自
立

支
援
対
策
臨
時
特
例
交
付

金
の
内
容
は
。

赤
坂
福
祉
保
健
課
長

①

甲
府
住
吉
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
に
１
人
、
南
ア
ル
プ

ス
市
「
き
が
る
館
」
に
２

人
。
②
日
中
の
一
時
預
か

り
の
分
と
自
動
車
運
転
免

許
取
得
助
成
に
使
用
し
て

い
る
。
③
４
分
の
３
の
補

助
事
業
で
、
か
じ
か
寮
に

設
計
と
施
工
を
同
一
業

者
に
で
き
な
い
か

川
口
議
員

①
エ
ア
コ
ン

の
設
計
委
託
と
設
置
工
事

費
に
つ
い
て
は
、
工
事
業

者
が
設
計
も
す
る
の
で
は

な
い
か
。
②
下
山
中
の
統

合
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

ま
だ
補
正
予
算
を
計
上
す

る
の
か
。

笠
井
財
政
課
長

①
設
計

業
者
に
よ
る
予
定
価
格
が

出
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

工
事
の
入
札
を
す
る
と
い

う
仕
組
み
で
あ
る
。

学
校
教
育
課
長

②
下
山

中
の
統
合
関
連
費
用
は
、

記
念
事
業
実
行
委
員
会
に

補
助
金
４
０
０
万
円
、
制

服
等
が
１
６
０
万
円
、
引

越
費
用
が
１
１
０
万
円
で
、

現
在
合
計
６
７
０
万
円
で

あ
る
。
今
後
は
、
校
舎
等

の
取
り
壊
し
費
用
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
費
用
等

が
考
え
ら
れ
る
。

制
服
の
全
額
補
助
は

望
月
明
議
員

制
服
等
の

３
２
３
万
円
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の

移
行
促
進
事
業
費
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

保
育
所
関
係
補
正
は

松
浦
議
員

民
間
保
育
所

費
中
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
交
付
金
と
保
育
所
特
別

保
育
事
業
推
進
費
補
助
金

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

稲
葉
子
育
て
支
援
課
長
　
次

世
代
育
成
支
援
対
策
交
付

金
は
、
大
野
山
と
下
山
立

正
保
育
園
の
一
時
預
か
り

助
成
金
。
特
別
保
育
事
業

推
進
費
補
助
金
は
、
保
育

所
に
お
け
る
乳
児
保
育
推

進
の
た
め
の
環
境
整
備
を

行
う
も
の
。
現
在
、
大
野

山
だ
け
が
対
象
。
乳
児
３

人
以
上
、
１
歳
児
５
人
以

上
を
保
育
し
て
い
る
。
町

立
保
育
所
に
は
対
象
者
が

い
な
い
。

職
員
手
当
の
減
額
は

穂
坂
議
員

①
共
済
費
の

減
額
は
、
給
与
改
定
に
伴

う
も
の
で
あ
る
と
い
う
説

明
だ
っ
た
が
、
共
済
組
合

の
原
資
の
減
少
に
伴
う
率

の
改
定
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
か
。
②
職
員
手
当
の

看
護
、
保
健
職
だ
け
が
差

が
大
き
い
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
課
長

①
率
の
改
定

で
は
な
く
、
育
児
休
暇
や

産
休
に
入
っ
た
職
員
の
出

入
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

②
看
護
、
保
健
職
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

保
険
給
付
費
は

渡
辺
議
員

保
険
給
付
費

の
内
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
の
伸
び
が
７
千
万
円

と
い
う
の
は
。

福
祉
保
健
課
長

認
定
者

の
増
加
、
居
宅
介
護
者
の

一
時
的
施
設
利
用
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

初
の
５
億
８
千
万
円
で
は

不
足
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
今
回
７
千
万

円
を
補
正
し
た
。

12月  
定例会  
12月  
定例会  こんなことが 決まこんなことが 決まこんなことが 決ま

特別保育事業推進が実施されている大野山保育園



■
教
育
予
算
を
拡
充
し
、

教
育
の
機
会
均
等
及
び

水
準
の
維
持
向
上
を
図

る
た
め
の
請
願
書

※
全
員
賛
成
で
採
択
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対

す
る
請
願

※
賛
成
３
、
反
対
12
で
不

採
択
。
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補
正
後
総
額20

億
８
９
１
万
円

■
簡
易
水
道
事
業
補
正
予

算
補
正
額

79
万
円

補
正
後
総
額

９
億
６
９
４
１
万
円

■
農
業
集
落
排
水
事
業
等

補
正
予
算

補
正
額

△
１
６
７
万
円

補
正
後
総
額

３
６
３
４
万
円

■
下
水
道
事
業
補
正
予
算

補
正
額

△
７
９
４
９
万
円

補
正
後
総
額

８
億
６
６
４
４
万
円

※
以
上
、
６
議
案
は
賛
成

14
、
反
対
１
で
可
決
。

■
青
少
年
自
然
の
里
補
正

予
算

補
正
額

１
２
８
万
円

補
正
後
総
額

４
４
８
２
万
円

※
全
員
賛
成
で
可
決
。

・
上
二
９
号
線
（
西
嶋
地

内
）

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
の
条
例

１
日
の
勤
務
時
間
が
15

分
短
縮
さ
れ
る
。

■
農
村
連
絡
施
設
等
整
備

基
金
条
例

名
称
が
地
域
情
報
通
信

施
設
整
備
基
金
に
変
更
さ

れ
る
。

■
下
部
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ

ー
ク
条
例

足
湯
施
設
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
が

制
定
さ
れ
る
。

■
高
齢
者
保
養
施
設
条
例

入
浴
時
間
が
、
年
間
を

と
お
し
て
「
午
前
９
時
か

ら
午
後
７
時
」
に
な
る
。

※
以
上
、
４
議
案
は
全
員

賛
成
で
可
決
。

【
一
般
会
計
】

補
正
額

９
５
５
３
万
円
　

補
正
後
総
額

93
億
７
９
９
２
万
円

【
主
な
歳
入
】

県
補
助
金

５
０
２
２
万
円

繰
越
金

３
５
４
７
万
円

【
主
な
支
出
】

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金

１
０
９
５
万
円

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成

１
４
４
０
万
円

民
間
保
育
所
運
営
費

９
２
０
万
円

飯
富
病
院
耐
震
化
市
町
村

交
付
金

３
７
５
１
万
円

※
賛
成
14
、反
対
１
で
可
決
。

【
特
別
会
計
】

■
国
民
健
康
保
険
補
正
予

算
補
正
額

２
０
８
８
万
円

補
正
後
総
額

21
億
５
７
９
５
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
補
正

予
算

補
正
額

△
１
３
４
７
万
円

補
正
後
総
額

４
億
６
７
２
５
万
円

■
介
護
保
険
補
正
予
算

補
正
額

９
０
２
３
万
円

・
鏡
平
線
（
梅
平
地
内
）

※
以
上
、
２
路
線
は
全
員

賛
成
で
認
定
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
望
月
達
也
氏
（
下
山
）

昭
和
22
年
４
月
12
日
生

※
全
員
賛
成
で
同
意

増改築工事が完成した飯富病院

一般会計補正予算
飯富病院耐震化交付金3751万円を補正
一般会計補正予算
飯富病院耐震化交付金3751万円を補正
一般会計補正予算
飯富病院耐震化交付金3751万円を補正

補
正
予
算

条
例
制
定
・
改
正

人
　
　
事

請
　
　
願

認
　
　
定
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平
成
22
年
度
経
常
収
支
比

率
に
つ
い
て

県
内
平
均
は
、
前
年
比

１
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の

85
・
９
％
と
６
年
連
続
の

悪
化
で
し
た
が
、
本
町
は

７
・
６
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ

れ
77
・
８
％
で
し
た
。

中
部
横
断
自
動
車
道
に
つ

い
て平

成
29
年
開
通
に
向
け
、

醍
醐
山
ト
ン
ネ
ル
や
田
原

川
橋
な
ど
で
工
事
が
目
に

見
え
て
き
ま
し
た
。
22
年

度
当
初
予
算
は
直
轄
区
間

で
44
億
３
７
０
０
万
円
で
、

前
年
比
大
幅
な
減
額
で
し

た
が
、
補
正
お
よ
び
23
年

度
予
算
分
の
ゼ
ロ
国
債
を

や
る
気
の
あ
る
皆
さ
ん
に

は
、
県
や
国
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
協
力
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

12
月
１
日
現
在
で
・
中

富
処
理
区
加
入
率
64
・

６
％
・
身
延
処
理
区
加
入

率
16
・
６
％
・
下
部
処
理

区
加
入
率
１
・
２
％
で
あ

り
ま
す
。
早
期
の
接
続
を

お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ふ
く
め
77
億
４
７
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

み
の
ぶ
・
ふ
る
さ
と
便
に

つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
町
民
制
度
」

の
一
環
と
し
て
２
年
目
を

迎
え
、
10
月
に
は
85
人
の

皆
さ
ん
に
第
１
回
分
と
し

て
曙
大
豆
の
枝
豆
や
手
づ

く
り
の
梅
干
し
等
の
発
送

を
終
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
「
孫
が
お
じ
い
さ
ん

の
故
郷
に
い
っ
て
み
た
い

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
」

等
の
喜
び
の
便
り
も
届
い

て
い
ま
す
。

新
た
な
地
域
産
業
の
創
設

に
つ
い
て

富
士
川
を
利
用
し
て
の

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
事
業
も
10

月
末
を
も
っ
て
今
シ
ー
ズ

ン
の
営
業
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
目
標
を
大
き
く
上

回
る
利
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
資

金
を
出
し
合
っ
て
、
森
林

を
整
備
し
地
元
に
恩
返
し

を
し
よ
う
と
す
る
団
体
と

し
て
、
身
延
地
区
「
フ
ォ

レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
身
延
」
・

中
富
地
区
「
中
富
森
林
愛

護
会
」
が
土
建
業
者
有
志

に
よ
り
設
立
さ
れ
、
所
有

者
と
協
定
が
整
い
、
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
知
恵
と

望
月
町
長
の
行
政
報
告
（
要
旨
）

財
産
の
取
得
　
　

・
財
産
の
種
類

動
産
（
消
防
用
備
品
）

・
物
品
名
及
び
数
量

消
防
積
載
車
３
台

（
軽
四
輪
駆
動
消
防
積

載
車
２
台
、
消
防
積
載

車
１
台
）

・
購
入
金
額

１
０
３
３
万
円

・
購
入
先

有
限
会
社
下
部
自
動
車

・
配
備
先

西
嶋
、
宮
木
、
中
ノ
倉

※
全
員
賛
成
で
可
決
。

人
　
　
　
事

■
教
育
委
員
の
任
命
、
公

平
委
員
会
委
員
の
選
任
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
つ
い
て
は
、
広

報
み
の
ぶ
１
月
号
に
氏
名

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で

省
略
い
た
し
ま
す
。

※
以
上
、
３
件
の
人
事
案

件
は
全
員
賛
成
で
同
意
。

中部横断自動車道醍醐山トンネル（一色地内）

第
3
回
臨
時
議
会
（
11
月
5
日
）

第
4
回
臨
時
議
会
（
11
月
29
日
）

条
例
の
一
部
改
正
　

■
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与

条
例

平
成
22
年
12
月
に
支
給
す

る
期
末
手
当
を
「
１
０
０
分

の
２
１
７
・
５
」
を
「
１
０

０
分
の
１
９
７
・
５
」
に
減

額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決
。

■
職
員
給
与
条
例

住
居
手
当「
４
０
０
０
円
」

を
「
１
５
０
０
円
」
に
、
期

末
手
当
「
１
０
０
分
の
１
５

０
」
を
「
１
０
０
分
の
１
３

５
」
に
、
勤
勉
手
当
「
１
０

０
分
の
70
」
を
「
１
０
０
分

の
65
」
に
減
額
す
る
も
の
。

※
賛
成
14
、
反
対
１
で
可

決
。
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問

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
意
義
は
。

環
境
下
水
道
課
長

石
油

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、

地
球
環
境
の
対
応
に
資
す

る
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能

な
経
済
社
会
の
構
築
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
新
規
産

業
の
創
出
等
に
も
貢
献
す

る
な
ど
、
様
々
な
意
義
を

有
し
て
い
る
。

問

策
定
事
業
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
両
事
業
か
。

環
境
下
水
道
課
長

新
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
あ
る
。

問

今
後
の
町
の
発
展
は
、

産
業
の
振
興
や
雇
用
創
出

と
い
っ
た
経
済
の
成
長
を

促
す
こ
と
に
あ
る
。
町
長

の
将
来
展
望
を
伺
う
。

町
長

町
保
有
の
地
域
資

源
、
新
た
な
付
加
価
値
を

生
み
出
す
事
業
の
創
出
は

絶
対
必
要
で
あ
る
。
町
は
、

眠
っ
て
い
る
資
源
を
活
用

す
る
た
め
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
取
組
む
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

起
業
す
る
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
当
初
か
ら
同
じ
テ

ー
ブ
ル
に
つ
き
、
最
大
限

の
努
力
・
協
力
を
行
う
。

環
境
施
策
に
つ
い
て

質 問

方
向
性
を
議
論
検
討
し
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
き
た
い

答 弁

1212月定例議会 月定例議会 
12月定例議会では5議員が質問に立ちました。 
以下はその要約です。 

野島俊博議員

町
長

所
長
も
策
定
委
員

と
し
て
参
画
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

問

本
町
の
杉
・
檜
等
の

人
工
林
、
竹
林
の
面
積
は
。

産
業
課
長

森
林
総
面
積

は
２
万
４
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

内
、
人
工
林
が
約
７
千
２

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
竹
林
は

２
７
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

問

今
後
の
本
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

町
長

太
陽
光
・
風
力
・

バ
イ
オ
マ
ス
も
含
め
何
が

有
利
な
の
か
を
見
極
め
、

事
業
お
こ
し
を
検
討
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

質 問

間
伐
材
や
竹
の
利
用

促
進
等
、
新
た
な
事

業
お
こ
し
に
つ
い
て

問

地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
活
用
に
よ
る
地
域
お

こ
し
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
。

町
長

本
年
度
バ
イ
オ
マ

ス
等
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
の
策
定
委
員
会
を

組
織
し
、
今
後
、
計
画
書

を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

問

計
画
の
細
部
に
つ
い

て
は
。

環
境
下
水
道
課
長

策
定

委
員
会
を
設
置
、
本
町
に

お
い
て
ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
が
有
る
の
か
検
討
し

て
い
る
。

問

検
討
内
容
を
具
体
的

に
。

環
境
下
水
道
課
長

６
月

に
庁
内
委
員
会
を
設
置
。

ま
た
、
学
識
経
験
者
、
地

場
産
業
経
験
者
等
14
人
に

よ
り
策
定
委
員
会
を
構
成
。

こ
こ
ま
で
２
回
の
委
員
会

を
開
催
し
、
そ
の
後
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
今

後
、
先
進
地
視
察
を
予
定
。

問

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
対
象
は
。

環
境
下
水
道
課
長

抽
出
に
よ
り
住
民

３
４
０
世
帯
、
企

業
43
社
で
あ
る
。

問

バ
イ
オ
マ
ス

に
つ
い
て
峡
南
衛

生
組
合
で
も
研
究

し
て
い
る
が
、
組

合
と
の
連
携
は
。

バ
イ
オ
マ
ス
（
有
機
資
源
）
活
用

に
よ
る
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て

質 問

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
、

何
が
有
利
か
見
極
め
検
討
す
る

答 弁

望月秀哉議員

バイオマスの有効資源となる間伐材
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２
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
家

数
１
３
０
７
戸
、
農
業
人

口
４
０
７
９
人
、
う
ち
自

給
的
農
家
が
１
１
８
０
戸

で
販
売
農
家
が
１
２
７
戸

で
あ
る
。
専
業
農
家
42
戸
、

兼
業
農
家
85
戸
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
山
林
面
積
は

３
万
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

だ
が
、
林
業
の
統
計
デ
ー

タ
が
な
い
。

問

人
口
の
約
３
分
の
１

が
、
農
業
に
な
ん
ら
か
の

形
で
携
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
農
林
業
の

活
性
化
に
つ
い
て
施
策
は

あ
る
か
。

町
長

耕
作
放
棄
地
の
問

題
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
経
済
協
定
）
の
問
題
が

あ
り
、
重
要
な
産
業
な
の

で
、
改
め
て
考
え
直
し
て

み
た
い
。

問

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
に
つ
い
て
は
、
省
庁

ま
た
は
県
な
ど
か
ら
、
働

き
か
け
が
あ
っ
た
か
。

政
策
室
長

働
き
か
け
は

あ
っ
た
。
本
町
で
は
新
エ

問

石
油
・
石
炭
・
天
然

ガ
ス
な
ど
、
有
限
な
化
石

燃
料
か
ら
、
無
限
と
思
わ

れ
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

植
物
が
合
成
す
る
植
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
バ
イ
オ
マ
ス
）

に
転
換
し
て
持
続
可
能
な

社
会
を
作
る
と
い
う
の
が
、

「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

だ
が
、
こ
の
構
想
の
策
定
市

町
村
の
中
に
、
早
川
町
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
し
て
い
る
か
把

握
し
て
い
る
か
。

政
策
室
長

温
泉
宿
泊
施

設
の
ボ
イ
ラ
ー
が
老
朽
化

し
た
の
で
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
を
利
用
す
る
高
性
能

ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
は
、
森
林
組

合
が
薪
に
加
工
し
た
も
の

を
利
用
し
て
い
る
。

問

こ
の
事
業
は
、
内
閣

府
・
総
務
省
・
財
務
省
・

環
境
省
・
文
科
省
・
経
産

省
・
農
水
省
の
１
府
６
省

が
推
進
し
て
い
る
事
業
で
、

持
続
可
能
な
社
会
に
す
る

た
め
の
方
策
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
面
積
の
８

割
が
山
林
で
あ
る
本
町
で

も
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
を
策
定
す
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
農
林
業
の

活
性
化
が
重
要
な
要
素
に

な
る
。
農
林
業
の
実
態
は

ど
う
か
。

産
業
課
長

農
地
面
積
５

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

委
員
会
の
中
で
、
最
も
適

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
か

を
検
討
し
て
い
る
。

問

委
員
会
の
顔
ぶ
れ
は
。

環
境
下
水
道
課
長

山
梨

大
学
花
岡
名
誉
教
授
、
議

会
の
産
業
建
設
常
任
委
員

長
、
身
延
町
商
工
会
を
は

じ
め
と
す
る
民
間
団
体
代

表
、
町
か
ら
も
財
政
課
長
、

会
計
管
理
者
等
計
14
人
が

委
員
会
を
構
成
し
て
い
る
。

問

そ
の
委
員
会
の
結
論

は
い
つ
出
る
の
か
。

政
策
室
長

23
年
２
月
を

め
ど
に
結
論
を
ま
と
め
る
。

問

本
町
で
は
、
身
延
竹

炭
企
業
組
合
な
ど
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
立

ち
あ
が
っ
て
い
る
。
峡
南

衛
生
組
合
も
、
生
ご
み
の

堆
肥
化
、
竹
を
利
用
し
て

の
廃
油
処
理
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
ほ
か
に
も
環

境
関
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
存
在
す
る
の
か
。
そ

れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
る
か
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
か

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
か

質 問

現
在
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

会
で
検
討
中
で
あ
る
。

答 弁

芦澤健拓議員

政
策
室
長

「
エ
コ
ク
ラ

ブ
身
延
」
と
い
う
団
体
が

収
集
し
た
食
物
残
さ
を
飼

料
化
し
、
そ
の
飼
料
で
養

鶏
を
し
、
安
全
・
安
心
な

卵
を
作
っ
て
学
校
給
食
に

提
供
し
、
道
の
駅
で
販
売

す
る
な
ど
幅
広
い
活
動
を

し
て
い
る
。

問

長
期
に
わ
た
っ
て
進

め
て
い
く
事
業
だ
が
、
今

後
の
対
応
は
。

環
境
下
水
道
課
長

庁
内

に
委
員
会
を
作
り
、
策
定
委

員
会
と
も
や
り
取
り
を
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

問

里
山
の
再
生
の
た
め

に
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
を
、

周
辺
の
町
と
連
携
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長

峡
南
の
広
域
で
対

応
す
る
考
え
で
あ
る
。

問

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

町
長

持
続
可
能
な
社
会

を
目
指
す
た
め
に
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
も
含
め

環
境
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

竹の活用を図る身延竹炭企業組合



員
の
任
務
だ
。
福
祉
、
税

務
、
町
民
課
な
ど
横
の
連

携
を
取
り
、
自
宅
ま
で
行

き
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
な

相
談
室
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

町
長

相
談
に
来
る
人
が

週
に
２
〜
３
人
程
度
な
の

で
現
状
で
十
分
と
思
う
。

問

相
談
に
来
た
く
て
も

来
ら
れ
な
い
人
に
も
親
身

に
な
っ
て
対
応
が
出
来
る

対
策
が
必
要
だ
と
思
う
。

町
長

も
し
不
服
な
ら
議
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あ
く
ま
で
参
考
だ
と
い
う

が
参
考
に
し
た
部
分
は
あ

る
の
か
。

教
育
長

下
山
が
１
年
、

静
川
・
西
嶋
も
１
年
遅
れ

る
も
の
を
ま
た
１
年
と
い

う
よ
う
に
進
捗
速
度
が
遅

く
な
っ
た
。
こ
れ
は
皆
さ

ん
の
成
果
だ
と
思
う
。

問

遅
れ
て
は
い
る
が
、

無
視
を
さ
れ
着
々
と
進
ん

で
い
る
。
白
紙
と
い
う
考

え
は
全
然
な
い
の
か
。

教
育
長

白
紙
と
い
う
の

は
と
て
も
無
理
。
合
併
協

定
で
、
合
併
後
に
す
る
と

い
う
前
提
が
あ
る
。

問

私
は
こ
れ
以
上
学
校

を
減
ら
す
べ
き
で
な
い
と

思
う
が
、
や
む
を
得
な
い

と
思
う
方
も
い
る
。
し
か

し
、
き
ち
ん
と
説
明
し
、

納
得
す
る
中
で
進
め
る
と

い
う
や
り
方
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
拙
速
で
あ
り
、

白
紙
撤
回
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
と
思
う
。

教
育
長

私
は
決
し
て
そ

う
は
、
思
っ
て
い
な
い
。

問

９
月
議
会
で
の
一
般

質
問
の
中
で
、
白
紙
撤
回

す
べ
き
と
の
特
別
委
員
会

の
結
論
は
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
だ
け
の
問
題
だ
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
議
決
を
今
後
、
ど
う
活

か
す
の
か
。

教
育
委
員
長

議
事
録
の

確
認
を
し
た
が
、
調
査
特

別
委
員
長
が
調
査
の
結
果

を
報
告
し
た
だ
け
で
議
決

は
さ
れ
て
い
な
い
。

問

た
と
え
、
議
決
さ
れ

て
い
な
く
て
も
、
特
別
委

員
会
で
の
結
論
の
重
み
を

ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長

重
み
は
考
え
て

い
る
が
、
進
む
方
向
は
一

中
二
小
と
審
議
会
の
答
申

が
出
て
い
る
の
で
そ
れ
に

向
か
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

問

特
別
委
員
会
の
結
論

を
重
く
受
け
止
め
て
い
た

ら
、
違
う
や
り
方
が
あ
っ

た
と
思
う
。
多
く
の
住
民

の
意
見
を
聞
き
、
出
し
た

結
論
が
無
視
さ
れ
、
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長

教
育
厚

生
常
任
委
員
会
で
豊
岡
小

学
校
を
廃
止
す
る
学
校
設

置
条
例
を
否
決
し
た
が
、

そ
の
後
の
本
会
議
で
の
判

断
は
逆
だ
っ
た
の
で
、
特

別
委
員
会
の
報
告
書
は
議

員
の
総
意
か
ど
う
か
非
常

に
疑
わ
し
い
と
思
っ
た
。

問

議
決
で
な
け
れ
ば
、

決
め
ら
れ
た
こ
と
を
や
る
、

こ
れ
は
当
た
り
前，

機
関

決
定
だ
か
ら
。

問

県
と
市
町
村
が
共
同

し
て
滞
納
整
理
を
す
る
地

方
税
滞
納
整
理
機
構
を
設

置
し
徴
収
強
化
を
し
て
き

た
が
、
そ
の
や
り
方
は
経

済
不
況
に
苦
し
む
住
民
や

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い

住
民
に
対
す
る
配
慮
が
全

く
な
い
ば

か
り
か
、

納
税
者
を

保
護
し
よ

う
と
す
る

姿
勢
は
微

塵
も
な
い
。

払
い
た
く

て
も
払
え

な
い
で
苦

し
ん
で
い

る
町
民
を

親
切
に
援

助
す
る
の

が
役
場
職

白
紙
撤
回
す
べ
き
と
い
う
特
別
委
員
会
の

議
決
を
、
今
後
ど
う
生
か
す
の
か

質 問

議
決
で
は
な
い
の
で
、
議
会
の

総
意
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

答 弁

渡辺文子議員

員
も
一
緒
に
来
る
の
も
当

然
の
議
員
活
動
だ
と
思
う
。

問

仕
事
お
こ
し
効
果
と

し
て
、
全
国
的
に
急
速
に

広
ま
っ
て
い
る
制
度
。
住

宅
建
設
業
者
は
、
不
況
と

住
宅
形
式
が
変
わ
っ
た
こ

と
で
大
工
さ
ん
や
建
具
屋

さ
ん
な
ど
の
仕
事
が
激
減

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

大
規
模
な
耐
震
工
事
は
財

政
的
に
困
難
だ
が
、
少
し

家
を
直
し
た
い
と
い
う
人

も
多
い
。
町
が
補
助
金
を

出
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
手
伝
い
を
や
る
と
同

時
に
、
建
設
業
者
の
仕
事

起
こ
し
が
出
来
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設
を

提
言
す
る
。

町
長

今
後
、
県
と
も
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

い
。

質 問

収
納
相
談
室
の

設
置
を

税等の相談が行われるコーナー

質 問

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で

地
域
の
活
性
化
を
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町
は
１
・
19
で
あ
る
。
地

域
差
指
数
が
１
・
17
を
超

え
る
と
国
の
指
定
に
な
り
、

国
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ

る
た
め
、
町
の
一
般
財
源

か
ら
補
填
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、

医
療
機
関
の
重
複
頻
回
利

用
を
避
け
る
た
め
の
レ
セ

プ
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
指
導
、

病
院
に
か
か
ら
な
い
よ
う

な
健
康
づ
く
り
の
グ
ル
ー

プ
活
動
、
リ
ズ
ム
体
操
等

種
々
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

問

保
険
税
の
見
直
し
は
。

町
民
課
長

医
療
費
は
増

額
の
兆
し
が
あ
る
。
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
、

国
保
の
特
別
会
計
決
算
を

し
て
い
る
。
22
年
度
決
算

見
込
み
は
基
金
の
取
り
崩

し
11
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
基
金
残
金
は
１
億
円

強
と
な
る
。
税
収
が
伸
び

な
い
状
況
と
医
療
費
が
予

想
よ
り
多
く
基
金
の
残
高

が
底
を
つ
き
、
24
年
度
決

算
で
は
赤
字
が
予
測
さ
れ

問

中
部
横
断
自
動
車
道

の
完
成
時
期
の
見
通
し
は
。

町
長

市
川
三
郷
の
六
郷

イ
ン
タ
ー
か
ら
富
沢
イ
ン

タ
ー
ま
で
の
直
轄
区
間
は

29
年
度
中
に
開
通
す
る
と

国
交
大
臣
が
明
言
し
て
い

る
。

問

活
性
化
イ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長

身
延
山
イ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

で
き
る
。
中
富
イ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
も
造
っ
て
く
れ

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問

中
部
横
断
自
動
車
道

イ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
地

域
活
性
化
計
画
の
策
定
は
。

政
策
室
長

活
性
化
計
画

の
策
定
は
、
ま
だ
し
て
い

な
い
。
イ
ン
タ
ー
が
決
ま

り
し
だ
い
活
用
策
を
検
討

す
る
。
23
年
度
に
役
場
内

に
中
部
横
断
自
動
車
道
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
検
討
す
る
。

問

本
町
の
国
保
事
業
は

医
療
給
付
費
が
国
の
基
準

よ
り
著
し
く
高
額
で
あ
る

た
め
、
事
業
運
営
の
安
定

化
措
置
を
講
ず
る
指
定
市

町
村
に
指
定
さ
れ
た
。
具

体
的
な
対
策
は
。

町
民
課
長

医
療
給
付
費

が
非
常
に
高
い
。
全
国
平

均
１
・
14
ベ
ー
ス
だ
が
本

る
た
め
、
税
率
改
正
に
向

け
、
国
民
健
康
保
険
運
営

審
議
会
で
協
議
し
て
い
る
。

問

国
保
税
の
算
定
で
、

応
能
分
の
資
産
割
を
軽
減

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
民
課
長

所
得
割
、
資

産
割
、
均
等
割
、
平
等
割

の
４
つ
で
計
算
し
て
い
る
。

資
産
を
持
っ
て
い
る
人
に

は
応
分
の
負
担
を
し
て
い

た
だ
き
、
若
い
人
た
ち
や

そ
れ
以
外
の
人
た
ち
に
負

担
を
軽
減
し
て
も
ら
う
方

法
も
含
め
運
営
審
議
会
で

話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

町
長

所
得
割
が
い
い
の

か
、
均
等
割
が
い
い
の
か
、

財
産
に
も
か
け
る
の
が
い

い
の
か
検
討
し
て
い
る
。

問

町
長
は
公
約
の
中
で
、

す
ぐ
に
な
す
べ
き
重
要
政

策
３
点
の
中
で
、
行
財
政

改
革
の
断
行
を
挙
げ
て
い

る
。
小
さ
な
役
場
、
大
き

な
仕
事
集
団
を
目
指
し
た
。

中
部
横
断
道
活
性
化
イ
ン
タ
ー

設
置
に
伴
う
活
性
化
対
策
は

質 問

活
性
化
策
を

早
急
に
策
定
す
る

答 弁

穂坂英勝議員

そ
の
具
体
的
成
果
は
。

町
長

一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
。
評
価
は
皆
さ
ん

が
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

問

行
革
と
は
身
の
丈
の

合
っ
た
行
政
、
小
さ
な
政

府
、
機
能
的
な
行
政
機
構

の
構
築
に
あ
る
。
集
中
プ

ラ
ン
に
も
あ
る
が
具
体
的

な
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
も
の
は
。

政
策
室
長

集
中
プ
ラ
ン

の
中
に
実
際
の
取
り
組
み

が
あ
る
。
職
員
数
に
つ
い

て
も
平
成
17
年
の
２
５
９

人
が
22
年
に
は
２
２
２
人

と
な
り
、
小
さ
な
役
場
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

問

行
革
推
進
委
員
会
で

の
審
議
結
果
は
。

政
策
室
長

今
回
は
行
政

改
革
大
綱
の
内
容
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
も
ら
っ
て

て
い
る
。

質 問

行
政
改
革
の

現
状
に
つ
い
て

質 問

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
安
定
化
に
つ
い
て

健康推進を目指して開催される福祉健康まつり
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委
員
会
）
を
主
に
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね

る
に
伴
い
、
参
加
者
の
要

望
で
、
現
在
は
意
見
交
換

に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

議
会
懇
談
会
は
常
任
委

員
会
主
体
で
担
当
分
野
の

団
体
等
と
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、
議

会
だ
よ
り
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
、
住
民
へ
の
積

極
的
情
報
交
換
、
勉
強
会

の
開
催
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
通
年
議
会
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
、

反
問
権
、
夜
間
・
休
日
議

会
の
開
催
等
、
現
在
検
討

中
で
す
。

当
日
は
こ
れ
ら
の
こ
と

に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
応
答
を

行
い
、
最
後
に
両
町
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

両
町
と
も
議
会
の
活
性
化

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

日
　
時

22
年
11
月
15
日

研
修
先

長
野
県
山
ノ
内

町
議
会

参
加
者

議
員
14
人

山
ノ
内
町
議
会
は
平
成

19
年
度
よ
り
年
１
回
地
区

ご
と
（
５
会
場
）
で
議
会

報
告
会
を
開
催
。
当
初
は

議
会
の
活
動
報
告
（
常
任

「町民と議会との懇談会」で町民から行政に対
し要望があり、この要望に対し町当局がどのよう
に対応し、どうなっているかを追跡・調査をして
みました。

追跡１・・県道9号　三澤・市之瀬間バイパスの
整備促進について

回 答・・平成元年に西八代縦貫道整備促進期成
同盟会が設立され、活動してきました。
現在は町村合併が進み本町と市川三郷町の２町
になりましたが、引き続き活動しています。同
バイパスについては、未着手ですが、県は事業
の検討をしていますので、今後も整備促進につ
いて同盟会や町で引き続き活動をしていきま
す。

整備が検討されている　県道９号（久那土地内）

追跡2・・私有地（西嶋上二区　望月正様所有
地）を町に提供するので、町道に認定し整備して
ほしい。
回 答・・12月定例議会で、全員賛成で町道に認
定されました。今後は、町道として管理、整備
されていきます。

町道に認定された西嶋上二区私有地

視
察
研
修
報
告

議
会
の
活
性
化
を
学
ぶ

議
会
運
営
委
員
長

川
　
口
　
福
　
三

追　跡 
?

?
?

?

?
? ?

追　跡 追　跡 追　跡 
あれはどうなった?

議会を傍聴しませんか。 
 

■お気軽に、お越しください。 

次回3月定例会は、 

3月4日から14日まで 

3月8日貂です。 

一般質問は、 
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11
月
８
・
９
日
の
両
日
、

鴨
川
市
議
会
議
員
が
本
町
に

親
善
訪
問
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
親
善
訪
問
は
、
姉
妹

都
市
締
結
に
基
づ
き
実
施
す

る
も
の
で
す
。

８
日
は
身
延
山
参
拝
の

後
、
対
面
式
、
交
流
会
を
行

い
両
市
町
の
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

９
日
は
身
延
駅
前
街
路
事

業
や
指
定
管
理
者
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
き
り
絵
の
森
美

術
館
」
を
視
察
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
も
諸
事
業
や
人
的
交

流
を
通
し
、
両
市
町
が
一
層

友
好
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

このコーナーは、議会広報モニターさんに、
通信用紙を送付し、議会だより№24（前号）に
ついての感想をお寄せいただいたものです。
ご協力ありがとうございました。

◇表紙について
・子どもたちが頑張っているところが良く出て
いてとても良かった。

・元気な子どもたちは見ていて気持ちが良い。
◇町民と議員との懇談会
・良い試みだと思うので、これからも継続して
ほしい。

・住民の思っていることを多く聞くことは、と
ても良いことだと思う。

◇町長行政報告・監査委員決算審査意見書
・町税徴収率の低いのに驚いた。担当の奮起に
期待する。

・決算審査意見書を興味深く読んだ。国が事業
仕分けという形で財源の見直しをしているよ
うに、議員には客観的な姿勢を忘れないでほ
しい。

◇質疑答弁・9月定例会で決まったこと。
・質疑答弁とも簡潔にまとめてあり、読みやす
かった。

・決算の金額は私たちとかけはなれた金額なの
で、多いか丁度よいのか分からない。

◇一般質問
・自然記念物指定（１～５）を初めて知った。
ぜひ、一度行ってみたい。

◇学校紹介・編集委員会だより
・学校紹介は大変良いと思う。

■
10
月
29
日

◇
保
険
料
減
免
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

療
養
の
給
付
等
の
制
限
を
受

け
た
被
保
険
者
を
保
険
料
減

免
の
対
象
と
し
、
保
険
料
減
免

手
続
き
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、

制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額

６
１
２
万
円

◇
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額

11
億
９
２
１
０
万
円

■
12
月
20
日

◇
平
成
22
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

補
正
額

５
０
０
万
円

主
な
支
出

備
品
購
入
費

３
２
０
万
円

■
11
月
29
日

◇
広
域
行
政
組
合
職
員
給
与

条
例
の
一
部
改
正

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

補
正
額

▲
４
６
５
万
円

補
正
後
総
額

15
億
６
０
８
１
万
円

■
10
月
22
日

◇
認
定
第
１
号
　
平
成
21
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
総
額５

億
５
４
０
５
万
円

歳
出
総
額５

億
３
６
５
８
万
円

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

補
正
額

４
９
６
万
円

飯
富
病
院
組
合
　

臨
時
会

鴨川市との対面式（総合文化会館）

広
域
行
政
組
合

臨
時
会
　

峡
南
衛
生
組
合

定
例
会

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
定
例
会

鴨
川
市
議
会
議
員
が

本
町
に
親
善
訪
問



ン
節
」
に
豪
壮
な
太
鼓
の

お
囃
子
を
添
え
、
勇
壮
に

踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
在
校
生
並
び
に
卒

業
生
、
下
山
中
学
校
に
集

っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
の
心

に
残
る
式
典
が
で
き
た

と
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

生
徒
は
、
こ
の
銀
杏
祭

を
と
お
し
て
、
仲
間
と
の

ふ
れ
あ
い
や
仲
間
と
共
に

活
動
す
る
喜
び
を
感
じ
、

下
山
中
学
校
へ
の
愛
着
を

よ
り
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
の
特
色
で

も
あ
る
農
園
活
動
で
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
根
が
例

年
に
な
く
豊
作
で
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
も
お
配
り

し
、
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

地
域
に
支
え
ら
れ
、
地
域

と
共
に
歩
ん
で
き
た
下
山

中
学
校
が
、
閉
校
と
な
る

こ
と
は
、
残
念
で
す
が
、

残
り
少
な
い
日
々
を
有
意

義
に
過
ご
し
「
有
終
の
美
」

を
飾
る
べ
く
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

（
校
長
　
望
月
　
眞
）

下
山
中
学
校
は
、
新
学

制
の
実
施
に
伴
い
、
昭
和

22
年
４
月
１
日
「
下
山
村

立
下
山
中
学
校
」
と
し
て
、

下
山
小
学
校
旧
校
舎
に
併

設
し
て
開
校
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
で
64
年
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
下

山
地
区
の
中

学
教
育
を
担

い
、
２
４
２

０
余
名
の
卒

業
生
を
送
り

出
し
、
多
く

の
優
れ
た
人

材
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ

の
伝
統
あ
る

下
山
中
学
校

も
、
惜
し
ま

れ
つ
つ
も
、
こ
の
３
月
末

日
を
も
っ
て
閉
校
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

閉
校
す
る
に
あ
た
り
、

「
こ
こ
に
下
山
中
学
校
の

存
在
を
止
め
お
く
た
め

に
」
と
、
記
念
碑
の
建
立
、

記
念
誌
の
発
行
、
さ
ら
に

は
思
い
出
に
残
る
式
典

を
、
下
山
地
区
あ
げ
て
取

り
組
も
う
と
、
順
次
活
動

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

第
一
部
式
典
を
第
40
回
銀

杏
祭
（
学
園
祭
）
と
並
行

し
て
、
９
月
11
・
12
日
の

両
日
に
渡
っ
て
開
催
し
ま

し
た
。
２
日
間
延
べ
４
３

０
余
名
の
参
観
者
を
得
、

盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
式
典
の
な

か
で
は
、
下
山
地
区
の
伝

統
芸
能
と
し
て
語
り
継
が

れ
て
い
る
「
下
山
甚
句
」

「
大
庭
万
歳
」「
荒
町
お
神

楽
」
を
は
じ
め
「
上
沢
太

鼓
」
や
「
虹
の
会
」
の
コ

ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
も
、
例
年

実
施
し
て
い
る
「
ソ
ー
ラ

厳
し
い
猛
暑
と
、
秋
を

飛
び
越
え
訪
れ
た
寒
い
冬
。

日
本
独
特
の
四
季
の
う

つ
ろ
い
が
乱
れ
、
異
常
続

き
の
気
象
に
不
安
と
戸
惑

い
を
感
じ
ま
し
た
。
同
時

に
人
間
の
非
力
と
、
自
然

の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る

摂
理
を
も
痛
感
し
ま
し
た
。

地
球
の
環
境
は
自
然
と

の
共
生
で
す
。
町
の
運
営

は
町
民
と
の
協
働
で
す
。

我
が
ふ
る
さ
と
の
町
づ
く

り
の
推
進
に
は
、
互
い
の

考
え
を
語
り
理
解
し
合
う

場
が
必
要
で
す
。
そ
の
橋

渡
し
が
『
町
民
と
議
会
と

の
懇
談
会
』
で
す
。
立
場

を
越
え
て
腹
を
割
っ
て
話

し
合
え
ば
、
道
は
必
ず
開

け
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
生
か
さ
れ

て
い
る
、
同
じ
身
延
町
民

の
私
た
ち
で
す
か
ら
。

松
浦
　
隆
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『64年の歴史に幕』

下山中学校

銀杏祭で「ソーラン節」を披露する下山中生徒　
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